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埼玉県における小形晴乳類の分布調査は，主として

県の西北部秩父山地周辺において行われており(今泉，

1960;鈴木， 1978)，食虫類としてはアズミトガリネズ

ミSorexhosonoi， トガリネズミ S.shinto，ジネズミ

Crocidura dsinezumi，カワネズミ Chimarrogale

platyc，ゆhala，ヒメヒミズ局制ecodonρilirostris，ヒミ

ズ Urotrichus抱争oid，白，フジミズラモグラ Euro-

scap加rmizura mizura，アズマモグラ Mogerawogura 

woguraおよびコモグラ M.w. minorが，野鼠類とし

てはニイガタヤチネズミ Aschizomysniiga抱e，カゲネ

ズミ Eothenomys kageω，ハタネズミ Microtus

montebelli，ヒメネズミ Apodemusargenteusおよび

アカネズミ A.学eciosusが採集されている.しかし，

これらの小形晴乳類に関する報告はいずれも断片的で

あり，長期的な観察に基づくものは見当たらない.ま

た県南部におげる調査報告は見られない.一方，県境

を接する山梨県および東京都側では，八王子周辺(今

泉， 1960;金井， 1971;宮尾・高田， 1975)，多摩川流

域(三島ら， 1978; 金井， 1986)などで調査が行われ，

ジネズミ，カワネズミ，ヒメヒミズ，ヒミズおよびア

ズマモク.ラ，ヤチネズミ Clethrionomysandersoni，カ

ゲネズミ，スミスネズミ Eothenomyssmithii，ハタネ

ズミ，ヒメネズミおよびアカネズミが採集きれている.

*日研化学大宮研究所

筆者らは埼玉県南部狭山湖畔の東京都水源林内にお

いて，小形晴乳類の採集を試みて 249頭のアカネズミ

を採集し，当地域におけるアカネズミの分布状況と季

節変化に伴う繁殖活動を調べたので報告する.

調査地域および調査方法

調査地域は東京都と埼玉県の境に位置する狭山湖

(山口貯水池)畔にある東京都水源林内(埼玉県所沢

市，標高 120・160m)で，水源林が狭山湖西岸から湖内

へ半島状に突出している一帯である (Fig.1).森林植生

はすべて二次林で，クヌギ Quercus前 utissima，コナラ

Q. serrataなどが主体をなし，所々にアカマツ Pinus

dens抑ora，アラカシ Q. glauca，シラカシ Q. mir-

sinaefoliaなどが混生していた.林内は比較的明るく，

林床植物も少なく土壌はやや乾燥していた.半島を横

断する部分の林床には殆ど植物は見られず，土が露出

していた.この調査地域を便宜上，水源林の中央部(第

11区)およびその北側と南側(第Iおよび第III区)の

3区に分けた.

調査は 1979年7月から 1981年4月まで毎月 1回お

よび1981年 11月の合計23回行われた.各回とも捕獲

ワナの配置点をほぽ同ーの地点とし，半島部外周の林

縁および林内にある幅40・50cmの踏道沿い，および半

島部を横断し林の中央を貫通する幅1・2mの踏道沿い

に，約20m間隔で線状に 200個(1979年8月のみ 160

個)のワナを配置した.

1979年 7月から 1980年6月までは，ピクターマウ
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ストラップに約lcm角に切った油揚げを誘引餌とし

て使用した.その後， 1980年7月から 1980年12月ま

では餌の違いによる捕獲率の差を検討するため，奇数

番号のワナにはパンチューマウストラップと既製の国

型餌をが偶数番号のワナにはピクターマウストラップ

と油揚げを用いた.さらに， 1981年には頭骨の損傷を

防ぐため，パンチューマウストラップと既製固型餌の

みを使用した.

各捕殺個体について，村上式自動上皿天秤US・60型

(村上衡器製)を用い体重を測定した.

雄については，腹部を切開して生殖器官を摘出し，

精巣長径および精嚢長径をノギスで計測した.さらに，

精巣上体からその尾部を切り離して，スライドグラス

上に置き，生理食塩水を 1・2滴滴下し，興刃鋲で細切後

カバーグラスをかけて検鏡し，精子の有無を確認した.

雌については腫開口の有無，乳頭・乳腺の発達程度，

子宮の肥厚状態，妊娠の有無，胎仔数および胎盤痕の

有無と数を調べた.

結果および考察

1.採集状況

採集された小型晴乳類はアカネズミのみであった.

その他に 1981年3月には第田区で雄1頭を拾得した.

これらの月別採集数，延べワナ数，捕獲率を Table1 
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Fig. 1. Map showing the location of the Lake Sayama(圃， L.S.) 
and the route of trapping around the shore of the lake. 

Table 1. Trapping record of Apodem師。eciosusaround the shore of the Lake Sayama. 
Year Jan. Feb. Mar. Apr. May Jun. Jul. Aug. Sep. Oct. Nov. Dec. Total 

1979 31 22 27 50 64 10 204 
200 160 200 200 200 200 1，160 
15.5 13.8 13.5 25.0 32.0 5.0 17.6 

1980 O 3 1 9 1 5 5 1 O 。 6 3 34 
200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 200 2，400 
0.0 1.5 0.5 4.5 0.5 2.5 2.5 0.5 0.0 。。 3.0 1.5 1.4 

1981 2 。 3 1 5 11 

200 200 200 200 200 1.000 
1.0 0.0 1.5 0.5 2.5 1.1 

Total 2 3 4 10 1 5 36 23 27 50 75 13 249 
400 400 400 400 200 200 400 360 400 400 600 400 4，560 
0.5 0.8 1.0 2.5 0.5 2.5 9.0 6.4 6.8 12.5 12.5 3.3 5.5 

Numerals in each column show the followings: top， the number of individuals captured; middle， trap 
nights; bottom， trap succ田S(%).
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1.1%)であった.従って，ピクターマウストラップの

方がパンチューマウストラップよりやや捕獲成績はよ

いように思われた.この結果は，中田(1979)とは逆

の結果となった.しかし，両種のワナの優劣を判定す

るためには，さらに生息数の多い地域で再調査すべき

であると思われる.一方ピクターマウストラップでは，

捕獲した個体の頭骨が殆ど全て破砕きれていたのに対

し，パンチューマウストラップでは頭骨は無傷であっ

た.従って，頭骨標本の頭蓋各部の測定を行う目的に

は，パンチューマウストラップを用いる方がよいこと

が再確認された.

2.繁殖状況

年による採集個体数に大きな差が見られ，かつ得ら

れた材料も多くないので，ここでは3年間分をひとま

とめにして，月別および雌雄別に採集された材料の繁

殖状況を検討した.検討に際し，虫害により雌雄の判

別が不可能であった個体や損傷が大きかったために体

重を測定できなかった個体は除外された.

1)雄の繁殖活動

雄の体重と精巣長径との関係は Fig.2に示したとお

りである.体重30g未満の個体では，体重の増加と精

アカネズミの分布と繁殖活動

に示した.捕獲率は 1979年には 17.6%，1980年は1.4%

および1981年1.1%と調査を経るに従い低下した.そ

の理由として，約3カ年にわたる調査期間に植生上の

大きな変化は見られなかったので，狭山湖へ半島状に

突出した、比較的狭い部分に調査地域を限定したため

に， 1979年の捕獲により減少した生息数が調査終了時

まで回復しなかったことが考えられる.

また，林床に殆ど植物が見られず土の露出していた

第II区と林床が植物に覆われている第Iおよび第III区

とに分けて 3年間の総採集個体数を比較すると，第II

区が17頭(捕獲率3.5%，延べワナ数490個)に対し，

第 I区が122頭(捕獲率6.2%，延べワナ数1，980個)

および第III区が110頭(捕獲率5.3%，延べワナ数2，090

個)となった.このような捕獲率におげる差が生じた

理由として，半島の横断部(第II区)ではワナの設置

場所が土の露出した道路沿いであり，林の断絶が見ち

れたのに対し，半島部外周(第 I区および第四区)で

は林縁あるいは林内であったためと思われる.

次に2種のワナを用いた 1980年にお付るワナ別捕

獲数を見ると，ピクターマウストラップで21頭(捕獲

率1.8%)，パンチューマウストラップで13頭(捕獲率

回
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巣長径の長さとの聞に相関は見られなかった (r=

0.417， n=22， P>0.05).つまり体重30g未満の個体の

うち，精巣上体尾部に精子が存在する個体は2例だけ

で，体重はそれぞれ29.8および27.5g，精巣長径は12.0

および12.7.mmであったが，精嚢長径は5.4および

6.1mmであった.また，精巣の萎縮した個体(精子は

存在せず)が1例見られ，その個体の体重は 25.8g，精

巣長径は 11.4mmおよび精嚢長径4.4mmであった.

上記3例以外の個体の精巣長径はすべて 8.9mm以

下，精嚢長径は5.3mm以下であり，若干の例外を除き

体重が増加しでも精巣および精嚢の大きさは小さいま

まであった.一方，体重30g以上の個体においては，

体重と精巣長径との聞に相闘が認められ (r=0.269，

nニ75，P<O.05)，体重の増加に伴って精巣の大きさが

増加し，精巣長径llmm以上では精巣上体尾部に精子

の存在する個体が著しく増加する (72.4%)ことから，

体重30g以上の個体を成体とみなせる証拠が得られ

た.このことに関連して，村上(1974)は，アカネズ

ミの雄では精巣長径12mm，体重26g以上の個体は生

理的性成熟に達するとみなせるが，実際に体重30g以

下で性成熟している個体は少なく，大部分の個体は

30g以上で性成熟していたと述べており，本研究結果

と同じ数値を提示している.

石

次に性成熟の指標として使われる精巣と糟嚢の大き

さ，および糟巣上体尾部への精子の出現との関係を

Fig.3に示した.精巣長径が8.9mm以下，かつ精嚢長

径5.3mm以下の個体では，精巣長径が増加しでも精

嚢長径は増加しなかった (r=0.065，n=20， P<0.05). 

精巣長径が9mm以上，かつ精嚢長径が5.4mm-1O.9

mmの個体では両者の大きさの増加に相関関係が認

められ (r=0.696，n=14， P<O.Ol)，精巣上体尾部に精

子の存在する個体も少数ながら見られた.一方，精巣

長径および精嚢長径がともに llmm以上のすべての

個体の精巣上体尾部には精子が存在していた.両者の

大きさの増加に相関関係は認められなかったが (r=

0.163， n=20， P>0.05)，これは精巣の大きさの増加に

比較して糟嚢の大きさの増加が大きいためと思われ

た.以上のことから，雄の性成熟は精巣長径だけが増

加し，精嚢長径は殆ど増加しない段階，次に両者がと

もに増加する段階にの期間に精巣上体尾部へ精子が

出現し始める)を経て，すべての個体の精巣上体尾部

に精子が存在し，かつ精巣の大きさにおける増加を上

回る精嚢の大きさの増加が見られる段階の 3段階を経

ると考えられた.長径がともに llmm以上の精巣と精

嚢を持つ個体においては，すべて精巣上体尾部に精子

が見られたことから，この数値以上を示す個体を繁殖

陸・白石立88 
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活動中の雄とみなした.繁殖活動中の成体出現期を調

べると，3-4月および8・9月に出現しており (Table2)， 

雄の繁殖活動はこの時期に盛んであることが推察され

た.また， 10・12月に採集された個体の精巣は殆ど萎縮

していた.

2 )雌の繁殖活動

性成熟の指標としての腫開口，妊娠，晴乳の有無お

よび体重との関係を Table3に示した.体重25g未満

では， 24.4gの妊娠個体1例を除くすべての個体で子

宮は肥厚しておらず，腫開口も見られなかった.25g以

上30g未満では，腔開口個体および妊娠あるいは晴乳

個体が出現し， 30g以上では妊娠あるいは晴乳個体の

数が増加した.また，胎盤痕を持つ個体についても同

じ傾向が見られた.これらのことから体重25g以上の

個体を成体とみなしでもよいことが知られた.村上

(1974)は，本種雌個体について，体重24gで性成熟

する個体も若干いるが，大部分は 26g以上で性成熟し

ていたと述べている.

アカネズミの妊娠期間は 21・26日の聞と推定されて

いる(村上， 1974).本研究では，成体とみなされたも

ののうち， 3月中旬に採集された妊娠個体 (1例)の胎

仔は未発達であったことから，この個体の交尾は3月

初旬に行われたと推察された.さらに， 5月には晴乳し

ながら妊娠している個体(1例)が， 6月には晴乳個体

(4例)が採集されたことから，本種の交尾は3月から

5月にかけて行われるものと推察された.また， 9月に

は晴乳個体(4例)が採集されており，これらの個体の

交尾は8月に行われたと考えられた.11月上旬に採集

Table 2. Occurence frequency of sexually active males according to the month. 

Adults* Jan Feb. Mar. Apr. May Jun. Jul. Aug. Sep. Oct. N ov. Dec 

Active 。。 4 。。。5 9 O 。O 
Inactive 。l 。。。12 。l 19 17 5 
Total 。 2 4 。。12 5 10 19 17 5 
% of active 0.0 50.0 100.0 - 0.0 100.0 90.0 0.0 0.0 0.0 

*， Individuals with the body weight of 30g and more. 

Table 3. Breeding conditions in females according to the month. 

Body Condition Jan. Feb. Mar. Apr. May Jun. Jul. Aug. Sep. Oct. Nov. Dec. 
weight 

v. c10sed 。1 。。。。4 3 。2 9 l 
<25.0 v. perforated 。。O 。。。。。。。。O 
pregnant 。。。。。。。。l 。。。
lactating O 。O 。。o O O 。。。O 

25.0 v. c10sed O 。1(1) 2(2) 。l 7 6 2 7(3) 12(6) 。
v. perforated 。O O 。。O O 。2 O 。O 

29.9 pregnant 。。O O 。。O O 1 。。。
lactating O 。。1(1) 。1(1) 。O O 2(2) O O 

30.0 v. c10sed 。。。1 。。6(2) 3(2) 。2(2) 17(14) 2(2) 
v. perforated 。O O 。O 。O O 1 。。。

34.9 pregnant 。。 。。。O 。2 。O 。
lactating O 。。。O O O 。O 5(4) 1(1) 。
v. c10sed 。。1(1) 。。。3(2) 1(1) O 3(O 3) 3(1) 2(1) 

孟35.0 v. perforated 。。。。。。。。。 O 。
pregnant 。O 。1 [IJ 1 [1] O 。。6(3) [2J O 1[1J 。
lactating 。O 。。O 3(3) 。。2(2) 3(2) 3(1) 。

N umeral shows the number of individuals， that in parentheses the number of individuals with placental 
scars， and that in brackets the number of lactating individuals. v.， vagina. 

アカネズミの分布と繁殖活動 89 

活動中の雄とみなした.繁殖活動中の成体出現期を調

べると，3-4月および8・9月に出現しており (Table2)， 

雄の繁殖活動はこの時期に盛んであることが推察され

た.また， 10・12月に採集された個体の精巣は殆ど萎縮

していた.

2 )雌の繁殖活動

性成熟の指標としての腫開口，妊娠，晴乳の有無お

よび体重との関係を Table3に示した.体重25g未満

では， 24.4gの妊娠個体1例を除くすべての個体で子

宮は肥厚しておらず，腫開口も見られなかった.25g以

上30g未満では，腔開口個体および妊娠あるいは晴乳

個体が出現し， 30g以上では妊娠あるいは晴乳個体の

数が増加した.また，胎盤痕を持つ個体についても同

じ傾向が見られた.これらのことから体重25g以上の

個体を成体とみなしでもよいことが知られた.村上

(1974)は，本種雌個体について，体重24gで性成熟

する個体も若干いるが，大部分は 26g以上で性成熟し

ていたと述べている.

アカネズミの妊娠期間は 21・26日の聞と推定されて

いる(村上， 1974).本研究では，成体とみなされたも

ののうち， 3月中旬に採集された妊娠個体 (1例)の胎

仔は未発達であったことから，この個体の交尾は3月

初旬に行われたと推察された.さらに， 5月には晴乳し

ながら妊娠している個体(1例)が， 6月には晴乳個体

(4例)が採集されたことから，本種の交尾は3月から

5月にかけて行われるものと推察された.また， 9月に

は晴乳個体(4例)が採集されており，これらの個体の

交尾は8月に行われたと考えられた.11月上旬に採集

Table 2. Occurence frequency of sexually active males according to the month. 

Adults* Jan Feb. Mar. Apr. May Jun. Jul. Aug. Sep. Oct. N ov. Dec 

Active 。。 4 。。。5 9 O 。O 
Inactive 。l 。。。12 。l 19 17 5 
Total 。 2 4 。。12 5 10 19 17 5 
% of active 0.0 50.0 100.0 - 0.0 100.0 90.0 0.0 0.0 0.0 

*， Individuals with the body weight of 30g and more. 

Table 3. Breeding conditions in females according to the month. 

Body Condition Jan. Feb. Mar. Apr. May Jun. Jul. Aug. Sep. Oct. Nov. Dec. 
weight 

v. c10sed 。1 。。。。4 3 。2 9 l 
<25.0 v. perforated 。。O 。。。。。。。。O 
pregnant 。。。。。。。。l 。。。
lactating O 。O 。。o O O 。。。O 

25.0 v. c10sed O 。1(1) 2(2) 。l 7 6 2 7(3) 12(6) 。
v. perforated 。O O 。。O O 。2 O 。O 

29.9 pregnant 。。O O 。。O O 1 。。。
lactating O 。。1(1) 。1(1) 。O O 2(2) O O 

30.0 v. c10sed 。。。1 。。6(2) 3(2) 。2(2) 17(14) 2(2) 
v. perforated 。O O 。O 。O O 1 。。。

34.9 pregnant 。。 。。。O 。2 。O 。
lactating O 。。。O O O 。O 5(4) 1(1) 。
v. c10sed 。。1(1) 。。。3(2) 1(1) O 3(O 3) 3(1) 2(1) 

孟35.0 v. perforated 。。。。。。。。。 O 。
pregnant 。O 。1 [IJ 1 [1] O 。。6(3) [2J O 1[1J 。
lactating 。O 。。O 3(3) 。。2(2) 3(2) 3(1) 。

N umeral shows the number of individuals， that in parentheses the number of individuals with placental 
scars， and that in brackets the number of lactating individuals. v.， vagina. 



90 立石 隆・白石 哲

された妊娠個体(1例)の胎仔は充分に成長していたこ

とから，この個体の交尾は 10月中句になされたものと

思われた.以上のことから，雌の繁殖活動は3・5月およ

び8・10月に盛んであると思われた.

3 )体重組成

雌雄の体重の月別度数分布と各個体の繁殖状態との

関係を Fig.4に示した.なお，妊娠個体の体重は胎仔込

みの値で示した.

体重分布は 7月には 35g前後を中心に雄25・50gお

よび雌20・45gの範囲にわたり，繁殖活動中の個体は見

られなかった.8月に繁殖活動中の雄個体が出現し， 9 

月に雌雄とも繁殖活動のピークが見られた.以後， 10 

月には 15g以下の幼体が， 11月には 25g以下の個体が

多数出現したが， 12月には雌雄とも繁殖活動は全く見

られなかった.1979年7・12月の採集により，調査地に

おける本種の生息数は著しく減少したせいか，翌年お
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された妊娠個体(1例)の胎仔は充分に成長していたこ

とから，この個体の交尾は 10月中句になされたものと

思われた.以上のことから，雌の繁殖活動は3・5月およ
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Table 4. Frequency distribution of the embryo counts per female. 

No.of 
Spring Autumn 

Sum 
embryos 

Mar. Apr. May Total Sep. N ov. Total total 

3 2 3 3 
4 2 3 3 5 
5 1(1) 1(1) 4 4 5(1) 
6 1 1 I 

Total 1 1 1 3 10 1 11 14 
Mean 5.00 4.00 4.00 4.33 4.40 3.00 4.27 4.29 
S. D. 0.58 1.01 0.91 

N umeral in parentheses indicates the number of resorbed embryo 

の本州低地と同じく，春と秋の2期に繁殖期を持つこ

とがうかがわれた.

5)胎仔数

アカネズミの繁殖期が春と秋の2期に見られる地方

では，秋に胎仔数の多いことが報告されている(藤原，

1964 ;臼杵， 1966;今泉， 1970 :高田， 1983).狭山湖

畔における年間を通じての平均胎仔数および標準偏差

は4.29::!::0.91(14例，範囲3・6)，春 (3・5月)のそれは

4.33::!::O.58(3例，範囲4・5)，秋(9・11月)のそれは4.27士

1.01(11例，範囲3.6)であった (Table4).従って，

当地では春と秋の胎仔数に差が認められないように思

われる.しかし，春の例数は3例と非常に少ないこと

から，胎仔数に季節差があるか否かについては，さら

に例数を重ねて検討する必要がある.

なお，妊娠雌14例のうち 6例は晴乳中であったた

め， 1繁殖期中に2回以上出産する雌が存在すること

は確実である.このような連産例は比和(藤原 1964)，

長岡(今泉， 1970)および福岡(吉田， 1971)でも報

告されており，本州および九州のアカネズミでは，ご

く普通に見られる現象と思われる.

要 約

埼玉県南部に生息する小形晴乳類の分布と繁殖活動

を明らかにする目的で，東京都と埼玉県の境に位置す

る狭山湖畔(標高120・160m)のコナラとクヌギが優占

する二次林において， 1979年7月から 1981年4月ま

で毎月 I回および1981年11月の合計23回ワナ掛け

調査を行った.ワナとしては，ハジキワナおよびパン

チュートラップの2種を用い，林内および林縁部に約

20m間隔で合計200個 (1979年8月のみ 160個)のワ

ナを毎回ほぽ同一地点に配置した.採集された小型晴

乳類はアカネズミのみ 249個体であった.捕獲率は

1979年17.6%，1980年1.4%および1981年1.1%であ

った.雄では体重30g以上を成体とみなしうる証拠が

得られ，精巣は大きいが精嚢は未だ小さな段階，両者

とも大きさを増す段階，精嚢の大きさの増加が精巣の

それを上回る段階の3段階を経て性成熟に至ることが

知られた.一方，雌では体重25g未満では鰹開口個体

が見られなかった.体重25g以上で初めて腫開口個体

および妊娠あるいは晴乳個体が出現した.繁殖活動中

の個体の出現数は体重増加とともに顕著となった.月

別に見た生殖器官の発達程度および体重組成から，本

種の繁殖活動の盛んな時期は雌雄とも春および晩夏

~秋の2回と推定され，狭山湖畔に生息するアカネズ

ミは他の関東および北陸以西の本州低地に生息する本

種と同じ繁殖型を持つことが実証された.
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Summary 

For the purpose of investigating the distribution and reproductive activities of small 
mammals in the southem part of Saitama Prefecture， trappings of them were carried out 
around the shore of the lake Sayama(120・160min altitude) which is located on the border 
between Saitama Prefecture and Tokyo Metropolis. The surveys were conducted once every 
month from July 1979 to April1981 and also in November 1981. The study area was occupied 
by secondary forests which were dominated by Quercus serrata and Q. acutissima. Two kinds 
of snap traps， i.e. Easy Trap and Victor Trap were used and 200 traps except for 160 in 
August 1979 were set each month at nearly the same places in the forests and on the forest 
edge at about 20m intervals throughout the survey period. The results obtained are summar-
ized as follows: 
1. Only the Japanese large field mice， • ApodemusゆecioぉtS， were collected and they 
amounted to 249 individuals in total. The trapping success rates were 17.6% in 1979， 1.4% in 
1980 and 1.1% in 1981， respectively. 
2. The male individuals with the body weight of 30g and more were regarded as adults， 
and three stages (the first stage-the size of testes was large， but出atof seminal vesic1es was 
still small; the詑 condstage-both the testes and seminal vesic1es increased in size and became 
large; the third stage-an increase in the size of the latter exceeded that of the former) were 
recognized before they attained the sexual maturity. 
3. The females with perforated vagina were not found among the individuals less than 25g 
in the body weight. On the contrary， among the females with the body weight of 25g and over， 
the vagina-perforated and/or pregnant or lactating individuals were found， and記 xually
active females increased in number with increased body weights. 
4. From both the degree of development in the reproductive organs and the body weight 
structure according to month， it is inferred that this species has two reproductively active 
periods (i.e. spring and late summer to autumn) in a year at Sayama area， the southem part 
of Saitama Prefecture， in accordance wi白血atof the species in lowlands of japan proper 
except for the northem 抑止

92 立石 隆・白石 哲

区の晴乳動物相.宮脇編:多摩ニュータウン西部

地区環境保全生態調査報告.1-15頁
村上輿正 11974 アカネズミの成長と発育 I.繁殖期.
日本生態学会誌， 24: 194-206 

中田圭亮 1979 3種のわなの捕獲効率試験.野ねず
み， q53): 20-21 

鈴木欣司 1978 埼玉の晴乳類埼玉県動物誌編集委
員会編:埼玉県動物誌.31-44頁

高田靖司 1983 休耕地における小暗乳類の生活史.
第5報 アカネズミと野生ハツカネズミの繁殖活

動.晴乳動物学雑誌， 9: 246-252 
臼杵秀昭 1966 アカネズミの繁殖活動.長岡市立科
学博物館報告 (NKH)，(7): 2-3 

吉田博一 1971 福岡県清水山の小暗乳類.3.アカネ
ズミの繁殖.晴乳動物学雑誌， 5: 123-129 

Summary 

For the purpose of investigating the distribution and reproductive activities of small 
mammals in the southem part of Saitama Prefecture， trappings of them were carried out 
around the shore of the lake Sayama(120・160min altitude) which is located on the border 
between Saitama Prefecture and Tokyo Metropolis. The surveys were conducted once every 
month from July 1979 to April1981 and also in November 1981. The study area was occupied 
by secondary forests which were dominated by Quercus serrata and Q. acutissima. Two kinds 
of snap traps， i.e. Easy Trap and Victor Trap were used and 200 traps except for 160 in 
August 1979 were set each month at nearly the same places in the forests and on the forest 
edge at about 20m intervals throughout the survey period. The results obtained are summar-
ized as follows: 
1. Only the Japanese large field mice， • ApodemusゆecioぉtS， were collected and they 
amounted to 249 individuals in total. The trapping success rates were 17.6% in 1979， 1.4% in 
1980 and 1.1% in 1981， respectively. 
2. The male individuals with the body weight of 30g and more were regarded as adults， 
and three stages (the first stage-the size of testes was large， but出atof seminal vesic1es was 
still small; the詑 condstage-both the testes and seminal vesic1es increased in size and became 
large; the third stage-an increase in the size of the latter exceeded that of the former) were 
recognized before they attained the sexual maturity. 
3. The females with perforated vagina were not found among the individuals less than 25g 
in the body weight. On the contrary， among the females with the body weight of 25g and over， 
the vagina-perforated and/or pregnant or lactating individuals were found， and記 xually
active females increased in number with increased body weights. 
4. From both the degree of development in the reproductive organs and the body weight 
structure according to month， it is inferred that this species has two reproductively active 
periods (i.e. spring and late summer to autumn) in a year at Sayama area， the southem part 
of Saitama Prefecture， in accordance wi白血atof the species in lowlands of japan proper 
except for the northem 抑止


